
        高砂市民病院を受診された患者さまへ 

 

当院では、下記の臨床研究を実施しています。本研究の対象者に該当する可能性のある方で

診療情報等を研究目的に利用または提供されることを希望されない場合は、下記の問い合

わせ先にご連絡下さい。 

 

研究課題名        一般社団法人 日本脳神経外科学会データベース研究事業 

              

当院の研究責任者（所属） 杉浦 智之（脳神経外科） 

 

他の研究機関および    山形大学脳神経外科 他 

各施設の研究責任者    嘉山 孝正 他 

 

本研究の目的       近年、高齢化の進展と医療費の増加に伴い、世界的に医療の質

や適切な医療へのアクセスに対する関心は高まりつつあります。

本研究は、一般社団法人日本脳神経外科学会会員が所属する、日

本全国の脳神経外科施設における手術を含む医療情報を登録し、

集計・分析することで医療の質の向上に役立て、患者さんに最善

の医療を提供することを目的としております。基盤データベー

スでは、悉皆性の高い簡素な情報を収集し、より高層階では、臨

床研究、医療機器開発、治験、市販後調査などの個別の目的に応

じたデータベースを構築する予定ですが、本研修申請では、基盤

データベースに基づく登録研究事業を対象としております。 

収集したデータを分析することにより、日本の脳神経外科医療 

の実態を可視化し、明らかとなった課題に対して実データに基 

づく改善策の検討や、施設、地域や全国単位での医療での医療の 

水準を明らかにし、比較することが可能となります。 

 また、分析結果から、より正確に手術や治療にともなうリスク 

が明らかとなり、担当医は患者さんやご家族とともに、治療に伴 

うリスクとベネフィットを共有した上で、治療方針を決定する 

ことができます。全国の脳神経外科医療の実態を俯瞰した視点 

で検証することで、より良い脳神経外科専門医制度のあり方を 

検証するための基礎資料ともなります。 

             今後、基盤データベースを発展させ、さまざまな研究と連携し 

て運営することで、臨床現場がさらに充実した脳神経外科医療 



を提供していくために役立つものとなります。 

 

調査データ       令和元年８月２７日から令和５年９月３０日まで 

 

研究の方法       ●対象となる患者さま 

            上記期間内に当院脳神経外科に入院された患者さま 

            ●利用する情報 

            電子カルテに記載された匿名化された診療記録、検査データ 

 

試料/情報        日本脳神経外科学会データベース研究事業へ提供 

の他の研究機関への   個人情報は、匿名化されており、患者さまの特定できる個人情報 

提供および提供方法   はありません。 

個人情報の取り扱い 

 

本研究の資金源     本研究に関連し開示すべき利益相反はありません 

（利益相反） 

 

お問い合わせ先     電話：079-442-3981（代表） 

            担当者：杉浦 智之（脳神経外科） 

備考 


